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（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2025年３月期第３四半期 256,626 △0.3 12,057 4.6 11,019 2.4 5,168 △19.0

2024年３月期第３四半期 257,409 18.3 11,526 278.0 10,763 190.1 6,379 －

（注）包括利益 2025年３月期第３四半期 8,336百万円（△43.1％） 2024年３月期第３四半期 14,661百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2025年３月期第３四半期 78.90 －

2024年３月期第３四半期 97.66 －

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

2025年３月期第３四半期 285,539 129,650 42.0 1,829.09

2024年３月期 290,339 125,391 39.9 1,767.95

（参考）自己資本 2025年３月期第３四半期 119,845百万円 2024年３月期 115,776百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2024年３月期 － 15.00 － 25.00 40.00

2025年３月期 － 25.00 －

2025年３月期（予想） 25.00 50.00

（％表示は、対前期増減率）

売上高 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 335,000 △4.3 18,500 0.7 15,500 △0.4 9,500 19.9 145.41

１．2025年３月期第３四半期の連結業績（2024年４月１日～2024年12月31日）

（２）連結財政状態

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2025年３月期の連結業績予想（2024年４月１日～2025年３月31日）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無：無



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2025年３月期３Ｑ 65,556,761株 2024年３月期 65,517,161株

②  期末自己株式数 2025年３月期３Ｑ 34,805株 2024年３月期 31,040株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2025年３月期３Ｑ 65,508,605株 2024年３月期３Ｑ 65,323,106株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における連結範囲の重要な変更：有

新規　1社　　(株式会社ワイヤード)

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：有

（注）詳細は、添付資料８ページ「２．四半期連結財務諸表及び主な注記（３）四半期連結財務諸表に関する
注記事項（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）」をご覧ください。

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  添付される四半期連結財務諸表に対する公認会計士又は監査法人によるレビュー：無

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用に当たっての

注意事項等については、添付資料３ページ「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）連結業績予想などの将来予

測情報に関する説明」をご覧ください。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

当第３四半期連結累計期間（2024年４月１日～12月31日）の世界経済は、米国においては景気の拡大基調が継続

しました。ユーロ圏ではドイツの成長率が鈍化する一方、全体としては持ち直しの動きが見られました。また、ア

ジア圏では中国の景気が停滞しており、住宅市場の停滞が続くことが懸念されています。

自動車業界においては、米国においてHEV（ハイブリッド車）の販売が好調に推移していますが、中国やユーロ

圏の市場においては厳しい競争環境の中で日系OEMメーカーの販売台数の落ち込みが続いています。

こうした中、当社グループでは、2024年度からの３年間を「Go Far Beyond！第２ステージ」と位置付け、ムサ

シ100年ビジョンの達成に向けた企業変革に取り組んでいます。

このうち、Energy Solution事業では、蓄電デバイスであるHSC（ハイブリッドスーパーキャパシタ）の生成AIデ

ータセンター向け需要が急速に高まっています。これを受け、同事業の早期拡大を目的として、2025年１月１日付

で組織体制を変更しました。具体的には、COO（最高執行責任者）の下にEnergy Solution事業を移管し、ES事業経

営会議とCESO（最高Energy Solution事業責任者）を新設しました。これにより、ガバナンスを強化し、迅速な経

営判断が可能な体制を整えます。さらに、山梨県南アルプス市の新工場の早期立ち上げと量産体制の整備を目的

に、CESOの下にNPプロジェクトを新設し、決定した経営判断を迅速に実行できる体制を構築しました。

また、e-Mobility事業では、経済産業省の令和５年度補正「グローバルサウス未来志向型共創等事業費補助金」

に係る間接補助事業者として、新たに『エチオピア連邦民主共和国／環境負荷低減に寄与する電動バイク等を活用

したデジタルサービスの実証事業』に採択されました。当社の出資・協業先で、エチオピア現地で２輪EVの組み立

て・販売を手掛けるEVスタートアップDodai Group,Incなどのパートナーと協力し、ムサシのテクノロジーを搭載

した２輪・３輪EVの開発と市場投入を進めます。

当社グループでは、テクノロジーとイノベーションで社会課題を解決し、世の中からその存在を期待される「エ

ッセンシャルカンパニー」を目指した変革を加速してまいります。

このような状況において、当第３四半期連結累計期間における連結売上高は256,626百万円（前年同期比0.3％

減）となりました。利益面では、連結営業利益は12,057百万円（同4.6％増）となりました。連結経常利益は

11,019百万円（同2.4％増）となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は5,168百万円（同19.0％減）となりまし

た。

セグメントごとの経営成績は次のとおりです。

（日本）

海外向け部品の販売減少などにより、売上高は28,851百万円（前年同期比8.5％減）、セグメント利益は2,441

百万円（前年同期比31.8％減）となりました。

（米州）

好調な客先需要の継続と円安の影響により、売上高は75,917百万円（同4.0％増）、セグメント利益は3,706百

万円（同42.9％増）となりました。

（アジア）

２輪販売の増加と円安の影響により、売上高は60,952百万円（同9.9％増）、セグメント利益は6,712百万円

（同63.6％増）となりました。

（中国）

日系の自動車販売低迷が継続しており、売上高は24,273百万円（同7.9％減）、セグメント利益は119百万円

（同86.7％減）となりました。

（欧州）

客先需要の減少が継続し、売上高は66,632百万円（同6.2％減）、セグメント損失は879百万円（前年同期は

332百万円の利益）となりました。

（２）財政状態に関する説明

総資産は、前期末に比べて4,799百万円減少し、285,539百万円となりました。

流動資産は、前期末に比べて1,811百万円減少し、139,997百万円となりました。主な要因は、受取手形及び売掛

金の減少によるものであります。

固定資産は、前期末に比べて2,987百万円減少し、145,542百万円となりました。主な要因は、機械装置及び運搬

具の減少によるものであります。

負債は、前期末に比べて9,057百万円減少し、155,889百万円となりました。主な要因は、支払手形及び買掛金、

長期借入金の減少によるものであります。

非支配株主持分を含めた純資産は、前期末に比べて4,258百万円増加し、129,650百万円となりました。
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(３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

連結業績予想につきましては、2024年11月７日に公表いたしました連結業績予想に変更はありません。
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 26,698 30,126

受取手形及び売掛金 49,428 40,334

商品及び製品 13,039 13,020

仕掛品 10,804 11,424

原材料及び貯蔵品 31,587 33,124

その他 10,766 12,420

貸倒引当金 △516 △454

流動資産合計 141,808 139,997

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物 60,755 62,388

減価償却累計額 △33,319 △35,424

減損損失累計額 △4 △4

建物及び構築物（純額） 27,430 26,959

機械装置及び運搬具 305,549 318,605

減価償却累計額 △239,291 △254,190

減損損失累計額 △548 △1,232

機械装置及び運搬具（純額） 65,709 63,182

工具、器具及び備品 17,963 18,774

減価償却累計額 △13,582 △14,379

工具、器具及び備品（純額） 4,381 4,394

土地 9,730 10,085

建設仮勘定 8,804 9,187

有形固定資産合計 116,056 113,808

無形固定資産

のれん 674 873

顧客関連資産 2,047 1,693

ソフトウエア 888 782

ソフトウエア仮勘定 12 17

その他 615 544

無形固定資産合計 4,239 3,912

投資その他の資産

投資有価証券 16,574 16,896

出資金 1,758 1,606

長期貸付金 524 240

退職給付に係る資産 557 525

繰延税金資産 3,996 4,568

その他 4,955 4,098

貸倒引当金 △133 △115

投資その他の資産合計 28,234 27,821

固定資産合計 148,530 145,542

資産合計 290,339 285,539

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：百万円）

前連結会計年度
(2024年３月31日)

当第３四半期連結会計期間
(2024年12月31日)

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 24,309 19,057

短期借入金 49,587 48,545

１年内返済予定の長期借入金 8,154 8,159

未払金 4,255 3,583

未払費用 9,746 11,020

未払法人税等 1,435 2,499

賞与引当金 2,759 1,885

役員賞与引当金 27 46

製品保証引当金 74 68

債務保証損失引当金 200 200

訴訟損失引当金 315 164

その他 6,159 5,842

流動負債合計 107,025 101,073

固定負債

長期借入金 41,625 38,127

繰延税金負債 6,257 5,769

退職給付に係る負債 7,780 8,423

その他 2,258 2,495

固定負債合計 57,921 54,816

負債合計 164,947 155,889

純資産の部

株主資本

資本金 5,602 5,639

資本剰余金 － 37

利益剰余金 88,650 90,543

自己株式 △8 △8

株主資本合計 94,243 96,212

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 5,608 4,486

為替換算調整勘定 15,616 19,023

退職給付に係る調整累計額 307 122

その他の包括利益累計額合計 21,532 23,632

非支配株主持分 9,615 9,805

純資産合計 125,391 129,650

負債純資産合計 290,339 285,539
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

売上高 257,409 256,626

売上原価 222,800 219,517

売上総利益 34,609 37,109

販売費及び一般管理費 23,082 25,051

営業利益 11,526 12,057

営業外収益

受取利息 345 431

受取配当金 398 495

投資有価証券評価益 61 －

為替差益 750 －

その他 436 624

営業外収益合計 1,992 1,551

営業外費用

支払利息 2,093 1,860

投資有価証券評価損 － 7

持分法による投資損失 303 291

為替差損 － 201

その他 358 229

営業外費用合計 2,755 2,589

経常利益 10,763 11,019

特別利益

固定資産売却益 87 59

投資有価証券売却益 362 －

受取保険金 176 63

特別利益合計 626 123

特別損失

固定資産売却損 16 20

固定資産除却損 44 25

投資有価証券評価損 122 3

減損損失 － 701

投資有価証券売却損 115 －

特別損失合計 298 750

税金等調整前四半期純利益 11,092 10,392

法人税等 4,371 4,434

四半期純利益 6,720 5,958

非支配株主に帰属する四半期純利益 340 790

親会社株主に帰属する四半期純利益 6,379 5,168

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（単位：百万円）

前第３四半期連結累計期間
(自　2023年４月１日
　至　2023年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自　2024年４月１日

　至　2024年12月31日)

四半期純利益 6,720 5,958

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 1,141 △1,121

繰延ヘッジ損益 0 －

為替換算調整勘定 7,029 3,794

退職給付に係る調整額 △185 △212

持分法適用会社に対する持分相当額 △44 △82

その他の包括利益合計 7,940 2,377

四半期包括利益 14,661 8,336

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 13,709 7,269

非支配株主に係る四半期包括利益 951 1,067

（四半期連結包括利益計算書）

（第３四半期連結累計期間）
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（会計方針の変更に関する注記）

（「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」等の適用）

「法人税、住民税及び事業税等に関する会計基準」（企業会計基準第27号　2022年10月28日。以下「2022年改正

会計基準」という。）等を第１四半期連結会計期間の期首から適用しております。法人税等の計上区分（その他の

包括利益に対する課税）に関する改正については、2022年改正会計基準第20-３項ただし書きに定める経過的な取

扱い及び「税効果会計に係る会計基準の適用指針」（企業会計基準適用指針第28号　2022年10月28日。以下「2022

年改正適用指針」という。）第65-２項(2)ただし書きに定める経過的な取扱いに従っております。なお、これによ

る四半期連結財務諸表への影響はありません。

　また、連結会社間における子会社株式等の売却に伴い生じた売却損益を税務上繰り延べる場合の連結財務諸表に

おける取扱いの見直しに関連する改正については、2022年改正適用指針を第１四半期連結会計期間の期首から適用

しております。当該会計方針の変更は、遡及適用され、前年四半期及び前連結会計年度については遡及適用後の四

半期連結財務諸表及び連結財務諸表となっております。なお、これによる前年四半期の四半期連結財務諸表及び前

連結会計年度の連結財務諸表への影響はありません。

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

(連結の範囲の重要な変更)

第１四半期連結会計期間において、株式会社ワイヤードを株式の取得により子会社化し、連結の範囲に含めてお

ります。

(持分法適用の範囲の重要な変更)

第２四半期連結会計期間より、ムサシデルタイーアクスルインディアプライベート・リミテッドを合弁会社とし

て設立したことから、持分法適用の関連会社に含めております。

（四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用）

税金費用について、当社及び国内連結子会社は、当連結会計年度の税引前当期純利益に対する税効果会計適用後

の実効税率を合理的に見積り、税引前四半期純利益に当該見積実効税率を乗じて計算する方法によっております。

ただし、当該見積実効税率を用いて税金費用を計算すると著しく合理性を欠く結果となる場合には、法定実効税

率を使用する方法によっております。

前第３四半期連結累計期間
（自  2023年４月１日

至  2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間
（自  2024年４月１日

至  2024年12月31日）

減価償却費 14,590百万円 14,145百万円

のれんの償却額 231 154

（四半期連結キャッシュ・フロー計算書に関する注記）

当第３四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第３四

半期連結累計期間に係る減価償却費（のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。）及びのれんの償却額

は、次のとおりであります。
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（単位：百万円）

日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額
(注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

売上高

外部顧客への売上高 31,529 73,032 55,452 26,362 71,033 257,409 － 257,409

セグメント間の内部

売上高又は振替高
19,808 716 3,413 2,326 1,701 27,967 △27,967 －

計 51,338 73,748 58,866 28,689 72,734 285,377 △27,967 257,409

セグメント利益 3,580 2,593 4,103 902 332 11,513 13 11,526

（単位：百万円）

日本 米州 アジア 中国 欧州 合計
調整額
(注）１

四半期連結損
益計算書計上
額（注）２

売上高

外部顧客への売上高 28,851 75,917 60,952 24,273 66,632 256,626 － 256,626

セグメント間の内部

売上高又は振替高
19,946 718 4,591 2,741 1,374 29,373 △29,373 －

計 48,797 76,636 65,544 27,015 68,007 286,000 △29,373 256,626

セグメント利益

又は損失(△)
2,441 3,706 6,712 119 △879 12,100 △42 12,057

（セグメント情報等の注記）

【セグメント情報】

Ⅰ  前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日  至 2023年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額13百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、2023年６月30日を効力として、ニデックドライブテクノロジー㈱から無

人搬送台車事業を信託受益権売買により譲受けいたしました。

当該事象によるのれんの増加額は、前第３四半期連結累計期間においては、793百万円であります。

なお、のれんの金額は、識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定と取得原価の配分が完了して

おり、確定された金額です。

Ⅱ  当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日  至 2024年12月31日）

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報

（注）１．セグメント利益の調整額△42百万円は、セグメント間取引消去であります。

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。

２．報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報

「日本」セグメントにおいて、2024年４月26日に、株式会社ワイヤードの株式を60％取得いたしまし

た。当該事象によるのれんの増加額は、当第３四半期連結累計期間においては、353百万円であります。

なお、のれんの金額は、識別可能な資産及び負債の特定並びに時価の算定と取得原価の配分が完了して

おり、確定された金額です。
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（単位：百万円）

日本 米州 アジア 中国 欧州 合計

本田技研工業株式会社

及びその関係会社
18,264 57,303 39,948 12,033 － 127,549

その他グローバルカスタマー 13,264 15,729 15,503 14,329 71,033 129,860

顧客との契約から生じる収益 31,529 73,032 55,452 26,362 71,033 257,409

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 31,529 73,032 55,452 26,362 71,033 257,409

（単位：百万円）

日本 米州 アジア 中国 欧州 合計

本田技研工業株式会社

及びその関係会社
17,043 60,542 42,665 7,954 － 128,205

その他グローバルカスタマー 11,807 15,375 18,287 16,318 66,632 128,420

顧客との契約から生じる収益 28,851 75,917 60,952 24,273 66,632 256,626

その他の収益 － － － － － －

外部顧客への売上高 28,851 75,917 60,952 24,273 66,632 256,626

（収益認識関係）

顧客との契約から生じる収益を分解した情報

前第３四半期連結累計期間（自 2023年４月１日 至 2023年12月31日）

当第３四半期連結累計期間（自 2024年４月１日 至 2024年12月31日）

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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